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ω

o
自）

の

参

謀

役

で

あ
っ

た

プ
ル

ト
ゥ

ス
・

コ

ス

テ

（
じU
歪
け

ロ
ω

Oo

斡
ρ

一

九
一

〇
1
一

九
八

四
）

ら
と
協

力
す
る

こ

と

に

よ

っ

て、

亡

命
ル

ー

マ

ニ

ア

人
組

織
の

設
立
と

運
営
に

尽

力
し、

そ

れ
ら
の

機
関
誌
に

論

考
や
小

説
を

掲
載
し
て

い

た
。

エ

リ
ア

ー
デ
と

コ

ス

テ
の

往
復
書
簡
か

ら
は、

パ

リ
に

亡

命
し
て

い

た

ル

ー
マ

ニ

ア
人
た
ち

の

間
に

は
、

様
々

な

政

治
的、

経
済
的
利
害
関
係
に

基
づ

く
対
立
が
あ
っ

た

こ

と

が

確
認
で

き

る
。

そ
の

よ

う
な

状
況
に

対
し
て

エ

リ

ア
ー
デ
は、

亡

命
ル

ー
マ

ニ

ア

人

た
ち

が

政

治
的、

経
済
的
利

害
関
係
を

超
え
て

団

結
す
る

こ

と

で
、

社
会

主
義
政
権

に

よ
っ

て

破
壊
さ
れ

て

い

く
祖
国
の

伝
統
文

化
を

存
続
さ

せ

る

た

め

の

文

化
活
動
を
展

開
す
る

必
要
性
を
訴
え
て

い

た
。

エ

リ

ア
ー

デ
は

『

ル

ー
マ

ニ

ア

同
盟
』

に
一

九
五

〇
年
一

−
二

月
に

掲
載
さ

れ

た

「

絶
望
に

抗
し

て
」

に

お

い

て

以
下
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

「

深
刻
か

つ

重

大
で

あ
る

の

は
、

懐
疑
や
不

信
、

恨
み

と

い

っ

た

雰
囲
気
が

次
第
に

亡

命
者
全
体
に

広
が
り

つ

つ

あ
る

と

い

う
事
実
で

あ
る

。

我
々

各
々

の

義
務
は、

我
々

の

精
神
的
統
一

性
を

脅
か

す
雰
囲
気
に

対
し
て

闘
い

を

挑
む

こ

と

な

の

で

あ

る
。

（
中
略）

我
々

が

身
を

置
い

て

い

る

鉄
の

カ

ー

テ

ン

の

こ

ち

ら

側
で

の

歴
史
的
状
況
に

お

い

て

は
、

我
々

に

で

き

る

こ

と

は

た
だ
一

つ
、

文
化

の

み

で

あ
る
。

実

際、

文
化
こ

そ

が

我
々

の

担
っ

て

い

る

唯
一

の

責
務
な

の

だ
。

す
な

わ
ち

可
能
な

限
り

、

ル

ー
マ

ニ

ア

の

文

化
的
創
造
の

継
続
性

を

救
い

出
す
と
い

う
こ

と

で

あ
る
」

（
國

荘
創゚

も
O°

霸

よ
φ）

。

こ

の

引
用
文

か

ら
は
、

ル

ー
マ

ニ

ア

文
化
の

存
続
を
か

け
た

文
化
的
闘
争
に

参
与
す
る

た

め

に

も
、

「

ス

ピ

リ
ッ

ト
な

価
値
」

を
意

識
の

う
ち

に

見
出
す

こ

と

で

同
胞
間
の

政
治
的

対
立
を

乗
り
越
え
て

い

く
こ

と
が
亡

命
者
に

と
っ

て

の

最
重
要
の

課
題
で

あ
る

と

い

う
エ

リ
ア
ー

デ
の

信
条
が

確
認
で

き
る

。

そ

し

て

エ

リ
ア

ー

デ
は

、

ル

ー

マ

ニ

ア
民
族
の

ス

ピ
リ
ッ

ト

な
価
値
は
マ

ノ

ー

レ

親
方
伝
説
」

（

肄
ミ

§

ミ
遷
ド

ミ

§

さ
ミ
慰）

や

「

ミ

ォ

リ

ッ

ッ

ァ
」

（

§
。

ミ

智
）

と

い

っ

た
ル

ー

マ

ニ

ア

の

代
表

的
フ

ォ

ー

ク
ロ

ア

か

ら

析
出
で

き

る
と

述
べ

て

い

る
。

　
こ

れ
ら
の

亡

命
ル

ー

マ

ニ

ア
人

組
織
の

機
関
誌
に

掲
載
さ

れ
た
エ

リ
ア

ー
デ
の

原
稿
を
読
解
す
る

と
、

エ

リ
ア
ー

デ
は
、

個
々

の

亡
命
ル

ー
マ

ニ

ア
人
た
ち

が

抱
え
て

い

た

多
種
多
様
な

政
治
的
信
条
や
経
済
的

状
況
を
超

え
て

そ
れ

ら

を
包
み

込
む

文
化
共
同
体
を
創
造
す
る
た
め

の

共
通
価
値
を

提
示
す
る

た
め

に
、

政
治
や

経
済
的
要
因
に

は

還
元

不
可
能
な

ス

ピ

リ

ッ

ト

を
フ

ォ

ー

ク

ロ

ア
や
神
話
か

ら

析
出
し

よ

う
と

し

た

の

だ
と

考
え

ら

れ

る

の

で

は
な
い

で

あ
ろ

う
か

。

確
か

に
、

エ

リ

ア

ー

デ
の

非
還
元
主

義
的

宗
教
概
念
は

「

宗
教
」

を

他
の

文

化
的
要
因
か

ら

切
り

離
し
て

特
権
化
す

る

規
範
性
や

普
遍

的
志
向
を

有
し
て

い

る
。

し

か

し
そ

の

規

範
性
や

普
遍

的
志
向
は、

信
条
や

利
害
の

対
立
を

包
み

込
む

ル

ー
マ

ニ

ア
民
族

固
有
の

文

化
的
価
値
を

創
造
す
る

と

い

う
目

的
を

実
現
す
る

た
め

に
、

エ

リ
ア

ー

デ
が

意
図
的
に

と
っ

た

立

場
で

あ
る

と

も

考
え
ら

れ
る

の

で

は
な
い

だ

ろ

う
か

。宗
教
に

お

け
る

思
考
と

感
謝

淺

　
野

立

早

　
は

じ
め

に

　
「

思
想
と

し
て

の

宗
教
」

は
、

今

学
会
の

テ

ー
マ

と

み

て

よ

い

と

思
う

。

思
考
な
く
し
て

思
想
は
な

い
。

思

考
と

宗
教
の

か

か

わ
り
が

問
わ
れ
る

。

感
謝
は
日

常
的
普
遍
的
に

認
め
ら
れ
る

が、

体
験
の

深
化
は

宗
教
的
様
相

（1309）217

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

第 1部会

を

帯
び
て

く
る

。

事
実、

宗
教
と

感
謝
は

深
く
か

か

わ
っ

て

い

る
。

感
謝

の

多
様
性
に

触
れ
つ

つ
、

宗
教
に

お

け
る

思
考
と

感
謝
に

つ

い

て

考
え
て

み

た
い

。

　
 
　
「

な

さ

れ
た
こ

と

を

知
る
」

ー
恩
の

思
想
ー

　

感
謝
に

つ

い

て

の

研
究
は

あ
ま

り
聞
く
こ

と

は
な
い

が
、

恩
の

思
想
に

つ

い

て

は
、

関
連
す
る

文
献
は

少
な
く
な
い

。

感
謝
し

感
謝
さ

れ
る

の

は

恩
の

故
で

あ
る

。

し
か

し、

現
代
用

語
と

し
て

感

謝
に

比
べ
、

「

恩
」

を

目
に

し

耳
に

す
る

機
会
は
少
な
い

。

恩
の

思

想
の

豊
か

さ
は、

感
恩
・

知

恩、

に

始
ま

り
、

謝
恩
。

報
恩、

さ

ら

に、

忘

恩
か

ら

棄
恩、

に

至
る

ま

で、

多
様
で

あ
る

。

恩
の

語
源
の
一

つ

に
、

「

な

さ
れ

た

こ

と

を

知
る

」

と

い

う、

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト
語、

パ

ー

リ
ー

語
が

あ
る

と

言
う
（
中
村
元

編
『

恩
』

）
。

こ

の

意
味
す
る
と

こ

ろ

は

深
い

。

自
覚
的
で

あ
り

他
覚
的
で

あ
る

。

　

二

　
「

謝
恩
の
一

念
発
起
す

べ

き

や

否
や
」

　

こ

の

問
題
を
提
起
し
た
の

は
、

福

澤
諭
吉
（
】

八

三

五

ー
一

九
〇
一
）

で

あ
る

。

啓
蒙
思
想
家
で

あ
る

福
澤
は、

自
ら

の

信
仰
と

し
て

の

宗
教
を

認
め
な
か

っ

た
。

ま
た、

感
謝
に

つ

い

て

独
自
の

見
解
を

持
ち、

謝
恩
の

一

念
発
起
を

否
定
し
た

が
、

先
人

辛
苦
の

恩

賜
の

報
恩
と

し
て

子
孫
を
裨

益
す
る
義
務
を

説
い

た
。

　
三

　
感
謝
と

羨
望

　

感
謝
の

定

義
は

「

愛
の

感
情
か

ら

親
切
を
な
し
た

人
に

報
い

よ

う
と

す

る

愛
の

情
熱
で

あ

る
」

（
ス

ピ

ノ

ザ

『

エ

チ

カ
』

第
三

部）
。

な
お

、

「

足

る

を

知
る

」

こ

と
も

感
謝
に

は

不

可
欠
で

あ
る

。

満

足
と

不
満、

心

性
に

お

け
る

機
序
を
メ
ラ

ニ

ー
・

ク

ラ

イ
ン

（
一

八

八
二

ー
】

九
六

〇）

は

明

ら

か

に

し

よ

う
と

し

た
。

　

四

　
犠
牲
と
感

謝

　

感
謝
の

念
は

単
に

承
認
あ
る

い

は

足
る

を
知
る

と

言
う
肯
定
の

み

で

は

な

く
、

否
定
に

よ
っ

て

深
化
さ

れ

る
。

犠
牲
は

そ

の

典
型
で

あ
る。

こ

こ

に

感
謝
は
宗
教

的
と

な
る

。

犠
牲
に

お

い

て

隠
さ

れ
た
感
謝
が

生
起
す

る

（
ハ

イ

デ
ガ

ー

『

形
而
上

学
と

は

何
か
」

後
語）

。

　

五

　
恩
恵
−

現

代
に

お

け
る

恩
の

思
想
ー

　
ル

ー

ス
・

ベ

ネ
デ
ィ

ク

ト

（
一

八
八

七
ー
…

九
四
八）

と

K
・

S
・

シ

ュ

レ

ー
ダ
ー
−

フ

レ

チ
ェ

ッ

ト

に

よ

っ

て

恩
の

思

想
が
注

目
さ

れ

て

い

る。

取
り
あ
げ

方
は

異
な
る
が
、

歴
史
的
背
景
の

相
違
を
思
わ
せ

る
。

環
境
問

題
に

お

け

る

恩
の

思
想
の

適
用
で

あ
り

、

日
本
の

思
想
の

国
際
的
関
心
の

例
で

も

あ
る

。

　

六

　
宗
教
に

お

け
る
感
謝
と

思
考

　
1

　
感
謝
11

思
考

　

感
謝
と

思

考
は

深
く
か

か

わ
っ

て

い

る
。

こ

れ

を
ド

イ
ツ

語
の

原
初
的

な

語
「

思
想
」

〈

O
Φ

α
四
轟
oV

を

手
が
か

り
に、

マ

ル

テ

ィ

ン

・

ハ

イ
デ
ガ

ー

（
一

八

八

九

…
】

九
七

六
）

は

論
考
し

て

い

る

（
『

思
惟
と

は

何
の

謂

い

か
』）
。

感

謝
は

、

自
覚
態
他
覚
態
に

お

い

て

極
小
極
大
で

あ
り、

思
考

と

相
即
的
に

深

化
す
る

。

　
2
　
思
考
の

根
底
あ
る

い

は

超
越
と

し

て

の

感
謝

　

波
多
野
精
一

（

一

八
七
七

−
九
五

〇
）

は、

『

宗
教
哲
学
』

の

終
章
「

時

と

永
遠
」

に

お

い

て、

神
聖

な
る

も

の

と

の

関
係
は

、

多
分
「

感
謝
」

と

名
づ

け

得
る
も
の

で

あ
ろ

う
、

と
、

感
慨
深
く
結
ん

で

い

る
。

　
む

す
び

　
思

考
と

感
謝
を

多
面
的
に

見
る

と

と

も
に

宗
教
と

の

か

か

わ

り
に

つ

い

て

述
べ

た
。

218（131e〕

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


